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ペロブスカイト 結晶構造の一つ 例： チタン酸バリウム(BaTiO3)
アルキルアンモニウム塩：AX、ハロゲン化金属：BX2

→ 有機・無機ペロブスカイトABX3

→ ペロブスカイト太陽電池 安価な溶液プロセスで成膜可能

ペロブスカイト塗布成膜手法
ABX3溶液をスピンコート、アニール：成膜時間短

DMF溶媒(b.p. 153℃ ) → 不均一な薄膜：多数の凝集体・空孔有

アンチソルベント法：スピンコート中に貧溶媒を滴下
→ 均一・緻密な膜

問題点 技術的難易度：高、大面積化が困難
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ペロブスカイト太陽電池の断面像 ペロブスカイト層の界面修飾
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ペロブスカイト太陽電池の特性
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